


目 次

はじめに（副学長 廣渡清吾）………………………………………… ３

東京大学名誉博士称号授与制度について……………………………… ４

アマルティア・セン博士プロフィール………………………………… ４



は じ め に

２００２年２月１９日、東京大学はアマルティア・セン博士に東京大学名誉博士の称号を授与する式典を行なった。これま
で東京大学は、名誉博士の制度をもたなかった。２００１年４月に就任した佐々木毅総長は、名誉博士制度の意義を強調し
て、これを創設することを評議会に提案し、評議会は２００１年１１月に東京大学名誉博士称号授与規則を制定した。セン博
士は、同規則に基づき、評議会の議を経て東京大学名誉博士の称号を授与されたものである。
東京大学は、世界の学術研究の発展を担い、人類の平和と福祉に貢献する有為の人材を育てることを目的としている。

この目的は、世界の様々な大学とともに、東京大学が共有するものであり、そこには自ずからグローバルな学術的共同
体（Scientific Community）が生成している。東京大学は、この共同体の発展に顕著な功績をあげ、私たちに勇気を与
えてくれる有な奄、東京大学とのﾎšがいかなるものであいかｘﾎ澚ることなほ顕 し、私たちｘ誘 奄 的ｑ 鮪Ｔ
ることが、グローバルな学術ぐ 翆 燓 悤憐亻橑Í翆咹亻 音吳憐養輩傅兔
セン博士は、移ンゝの壇琶

究成旾を発 してき急ア第ア の学*である【
には世界の ｧと 発姊の い 弓的ｌﾎ お みれている。こ鋭した疒
誉博士の称号を 翆
学内 報の本号ム 㟁 のな河¼名誉博士制度の創設及び 称号授与の意義ｘﾍみ、これｘﾎ斅 スを个く普

及斅 めに、特集号ホ硯

副学長 廣 渡 清 吾

２００２．な．に № ２３８
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東京大学名誉博士称号授与制度について

Ⅰ．東京大学名誉博士称号制度の創設

１．制度創設の経緯

東京大学は，平成１３年９月にワーキンググループを設
置し、名誉博士称号制度創設の意義、及び創設する場合
の制度等について検討を行い、平成１３年１１月の評議会に
おいて「東京大学名誉博士称号授与規則」を制定し、制
度を創設した。

２．制度創設の意義

本制度は、学術文化の発展に特に顕著な貢献をした者、
又は本学の教育研究の発展に特に顕著な功績があった者
を顕彰することにより、本学における教育研究の発展及
びその基盤を社会に対して顕らかにし、本学の国際的地
位を確固たるものとしていく上で極めて有意義であると
ともに、世界における学術文化の一層の発展に寄与する
ものである。

３．称号授与の要件等

称号は「東京大学名誉博士」とし、学術文化の発展に
特に顕著な貢献があり、本学において顕彰することが適
当と認められる者、又は本学の教育研究の発展に関して、
国際的観点からその功績が特に顕著であった者に授与す
ることができるものとしている。

Ⅱ．アマルティア・セン博士に対する名誉博
士称号の授与について

１．被授与者の決定

本制度に基づき、名誉博士称号授与審査委員会におい
て最初の被授与者に、アマルティア・セン博士（ケンブ
リッジ大学トリニティ・カレッジ学長）を選出、１月２２
日（火）の評議会において決定し、東京大学名誉博士の称
号を授与することとした。
セン博士は、開発と貧困の問題に関する研究業績によ

り、広汎な学問分野にインパクトを与え、世界の学術文
化の発展に対しすぐれて顕著な貢献をなしたものとして、
授与が決定されたものである。１９９８年にノーベル経済学
賞を受賞している。

２．東京大学名誉博士称号授与審査委員会

第１回 平成１３年１２月１８日（火）
第２回 平克 １ ８：４５～１９：１５
記者会見 １９：１５～１９：４５５．履歴等

!１ 学 歴
カルカッタ大学 プレジデンシィ・カレッジ
１９５３卒業
ケンブリッジ大学 トリニティ・カレッジ １９５９
Ph.D.取得

!２ 最近の職歴
ハーバード大学レイメント・ユニバーシティ教授、
同大学経済学及び哲学教授 １９８８

―１９９７
ケンブリッジ大学トリニティ・カレッジ学長
１９９８．１～（現職）

!３ 主な受賞等
インド経済学会会長 １９８９
アメリカ経済学会会長 １９９４
オックスフォード大学名誉文学博士 １９９６
キール大学名誉博士 １９９７
ハーグ社会科学研究所名誉フェロー
ロンドン大学ロンドン・スクール・オブ・エコノ
ミクス名誉フェロー
サセックス大学開発研究所名誉フェロー
デリー大学名誉教授
英国王立経済学会名誉副総裁 １９８８～
国際経済学会名誉会長 １９８９～
ジーン・メイアー・グローバル・シティズンシッ
プ賞 １９９３
アジア協会インディラ・ガンジー・ゴールド・メ
ダル １９９４
エディンバラ・メダル １９９７
第９回カタロニア国際賞 １９９７
ノーベル経済学賞 １９９８

№１２３８ ２００２．５．８
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功 績 書

貧しい人のために社会は何をなすべきか。そのような
厚生経済学における規範的な問いは、一見妥当な五つの
公理を置くだけで個人の選好からまともな社会的選択
ルールを導くことはできないという不可能性定理をケネ
ス・アローが証明して以降、久しく等閑視されてきた。
１９７０年に発表されたセン教授の『集合的選択と社会的厚
生』は、この障害を乗越え、この問題に対するわれわれ
の理解を深め、厚生経済学に倫理的側面を復活させる
きっかけとなった。セン教授は、パレート派リベラルの
不可能性定理を証明することにより、また自らの効用の
みに基づいて行動するという「合理的な愚か者」の仮定
を批判することによって伝統的な厚生経済学が仮定する
情報的基礎が不適切であることを示した。このような不
適切な情報的基礎こそが、伝統的経済学が不平等に対し
て意義あることを主張できない理由である。われわれは
人々の福祉を正しく捉える情報的基礎を必要としている
のである。
人々の福祉を正しく捉えるためにセン教授は「潜在能

力アプローチ」を提唱する。かれによれば、人々の福祉
は、人が何を行えるのか、どんな状態になりうるのかと
いう可能性によって測られるべきものである。何ができ
るのか、どんな状態になりうるのかはそれぞれ機能と呼
ばれ、そのベクトルの集合が潜在能力と呼ばれるもので
ある。セン教授は、平等も潜在能力の領域で追求される
べきであると主張する。潜在能力は人がなし得ることの
範囲を示しており、その意味で自由の程度を示している。
潜在能力によって発展を再定義したとき、発展とは人々
の自由に向けた道なのである。このような潜在能力の考
え方は、国連の「人間開発指標」の中にすでに取り入れ
られている。
貧困研究においても、セン教授は理論・実証の両面で

主導的な役割を果たしてきた。理論的には、１９７６年の論
文で五つの公理からいわゆるセンの貧困指数を導き、そ
れに触発されて貧困指数に関する 理論的研究が著しく
進み、多くの貧困指数が提案された。実証分析に関して
は１９８１年に発表された『貧困と飢饉』において、かれは
エンタイトルメントという新しい概念を導入し飢饉の分
析に応用した。飢饉の主たる原因は食糧不足であるとい
うそれまで広く信じられてきた説を否定し、飢饉の真の
原因は社会の特定グループの食糧に対するエンタイトル
メントが奪われることにあると主張した。また、セン教
授は飢饉を防ぐために民主主義が重要な役割を果たすこ
とを強調してきた。この研究は、その後、セン教授らに
よる一連の貧困・飢餓・生活の質に関する研究へと展開
し、８０年代・９０年代における発展途上国の貧困研究を促
進した。そして、このような貧困問題に対する関心の昂
まりは、１９９０年代に入ってそれまで成長指向であった発
展途上国に対する援助を貧困指向のものへと転換させる
契機となった。
以上のように、セン教授の業績は、終始、人間社会に

対する深い倫理的な関心に導かれ世界の学術文化の発展
に対して顕著な貢献を行ったものであり、東京大学名誉
博士の称号を授与するにふさわしいものであると認めら
れる。
よってここに、東京大学総長は、東京大学評議会の議

を経て、ケンブリッジ大学トリニティ・カレッジ学長、
アマルティア・セン教授に対して、東京大学名誉博士の
称号を授与するものである。

▲

アマルティア・セン博士の功績書を読む佐々木総長・岩

井経済学研究科長

▼

名誉博士称号授与式の参加者

２００２．５．８ №１２３８
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Amartya Sen
Doctor, honoris causa



名誉博士称号授与式 総長挨拶

アマルティア・セン博士およびご列席の皆様に東京大
学総長として、ご挨拶を申し上げます。ご来臨ください
ましたセン博士に心から御礼申し上げます。またご多用
のところ、本日の授与式にご出席くださいました皆様方
に厚く御礼申し上げます。
本席には、
H.E. Mr. Jamil Majid（ジャミル マジッド）

バングラデシュ特命全権大使閣下
Mr. Biren Nanda（ビレン ナンダ）

インド特命全権臨時代理大使
Stuart Jack（スチュアート ジャック）

英国公使及び同令夫人
Mr. Mike Winter（マイク ウィンター）

ブリティッシュ・カウンシル駐日副代表
にもお出でいただきましたので、皆様にご紹介いたしま
すとともに、ご出席に感謝申し上げる次第であります。

セン博士は、経済学理論の立場から、２０世紀の世界が
抱えた開発と貧困の問題に正面から取り組み、大きな成
果をあげられました。私たちは、博士のお仕事が人類に
対する深い倫理的な関心に導かれたものであることを知
ることができます。東京大学名誉博士の授与は、広く世
界の学術文化の発展に貢献し、人類の共有する知的な資
産を創造した科学者を、東京大学が世界の学術文化のコ
ミュニティーの一員として顕彰しようとするものであり
ます。
東京大学は、セン博士の業績に対して心から尊敬と感

謝の気持ちをもつものであり、初めての東京大学名誉博
士の称号をセン博士にお贈りすることができたことを、
心から喜び、名誉とするものであります。
東京大学は、２１世紀の世界において、これまで以上に

学術文化の発展に貢献したいと考えます。今回、セン博
士に対する名誉博士称号授与は、そのような東京大学の
自覚を示そうとするものであるとご理解いただければ、
誠に幸いでございます。

本日ご列席の皆様に、セン博士への東京大学名誉博士
称号授与をともに祝っていただいたことに、あらためて、
感謝申し上げます。最後に、セン博士がその健康に十分
配慮され、セン博士のお仕事が今後一層の成果を生み出
し、私たちに刺激と希望を与えてくれることを心から祈
念して、東京大学総長としてこの短い挨拶を閉じること
といたします。ありがとうございました。

授与式で挨拶をするアマルティア・セン博士



文明は衝突するのか：問いを問い直す!１

Questioning the Question: Do Civilizations Clash？

Amartya Sen （アマルティア・セン）
訳：佐藤 仁（新領域創成科学研究科・助教授）

このようにすばらしい形で東京大学の仲間入りをする
機会が与えられたことを大変光栄に感じ、また感謝いた
します。東京大学との学問的な関係は、これからの私に
とってもかけがえのないものになるでしょう。
講演の主題として私が選んだのは、今日世界で起って

いるとされる「文明の衝突」についてです。この主題は、
サミュエル・ハンチントンのよくできた著名な本が出版
されてから広く議論されてきました!２。９月１１日の恐ろ
しい出来事は、すさまじい紛争と不信の渦巻く世界へと
私たちを先導することになっただけでなく、いわゆる
「文明の衝突」への関心を大きくしました。事実、多く
の有力な論評者たちは、（特に、ハンチントンが示した
ような文化や宗教を基準にした）概念的な区分と、今日
の世界各地でみられる残虐行為との間には確固とした連
関があるかのように見がちでした。
たしかに、そこには何らかの関連があるのかもしれま

せんが、それが正確になんであるかを精査し、吟味する
必要があるでしょう。また、文明間の衝突という特定の
イデオロギーに基づいた世界観それ自体が、世界での物
理的な対立や暴力的な事件を煽ることになってはいない
か、と問わなくてはなりません。私はこの講演で、「文
明は衝突するのか」という問いが間違った方向の研究を
はじめる契機をつくり、それを助長する作用があると主
張するつもりです。その問いは、人類がはっきりとした
形で個別に分類できるという、ほとんど分析されておら
ず、また十分に擁護されてもいない前提に立脚している
からです。この問いに対して私たちがどう答えようと、
つまり、文明が衝突するという理論に賛成だろうが反対
だろうが、この問い方を認めたまま答えようとしてしま

酋帽弇 㴞 巐２１垌

岐 𨸗 槗 愔 づ 恐 ろ 柙

ず 、 悩 耂 と ヴ い に 憎







たった一つの支配的で好戦的なアイデンティティのもつ
魔術的な力を呼び起こすという形をとります。それは、
他の所属や関係だけでなく、普段であれば自然に備えて
いるような人間としてのやさしさや共感のあらゆるもの
を飲み込んでしまうのです。それが結果としてもたらす
ものは、素朴で剥き出しの暴力か、グローバルに行われ
る手の込んだテロリズムと蛮行でしかないのです。

歴史の無知

いわゆる文明を基準にした分類は、道徳や政治的な側
面から破壊的であるだけでなく、認識論上の中身も非常
に疑わしいものです。世界の人々をたった一つの排他的
な基準に特化して区分けしてしまうので、多くの重要な
ことが捨象されてしまっているのです。例えば、ハンチ
ントンのいう「文明の衝突」の説明ではインドは「ヒン
ズー文明」として記述されてしまいますが、実は、イン
ドはインドネシアとパキスタンを除いて、世界のどこよ
り多くのムスリム人口を抱えているという事実が見えな
くなります。「イスラム世界」という恣意的な定義のな
かに、インドをいれることはできるのかもしれませんし、
できないのかもしれません。しかし、イギリスとフラン
スの総人口を足したものよりも大きな１億２千５００万人
のイスラム教徒がいるインドは、俗に「イスラム世界」
と呼ばれるほとんどの国よりもずっと多いイスラム教徒
を抱えているというのが変わらぬ事実なのです。同時に、
「インド文明」を考える上で、歴史上、イスラム教徒が
果たした大きな役割を無視することはできません。宗教
上のコミュニティの障壁を超えた広範な相互作用を見な
くては、インドの芸術や文学、音楽や食文化というもの
の本質と影響の範囲を理解することはできません!３。







人々を「文明」という単一の基準で分けることが出来る
という考え方を暗に認めることになってしまうのです。
そこに基本的な間違いがあり、その間違いがわれわれを
「文明の衝突」論に導いてしまうのです。衝突があるか、
ないかを議論する以前の段階から問題ははじまっていま
す。この疑わしい分類法が、便利で、世界の人々を分類
する他のやり方よりも唯一適切であると考えるところで、
すでに大きな間違いを犯しているからです。人類の協調
も幅広い多様性も、危険なほど単純で、ばかげた公式に
還元してしまうことはできません。世界は、そこで想定
されているよりも、遥かにずっと豊かなのです。

アマルティア・セン博士の記念講演は、英語でス
ピーチが行われたが、出版物への掲載は和訳のみセ
ン博士の了解が得られた。
本稿は、講演原稿を佐藤 仁助教授（新領域創成

科学研究科）が全文和訳したものである。 講演会司会の宮島副学長

アマルティア・セン博士による記念講演

№１２３８ ２００２．５．８
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〔資 料〕

東京大学名誉学位創設に係わる検討WGの設置について

補 佐 会

平成１３年９月１０日

Ⅰ．趣 旨

本ＷＧは、東京大学において「名誉学位」制度を創設することの意義、ならびに創設する場合の制度

及び関連事項を検討し、具体的な制度及び措置について提案することを目的とする。創設する制度の提

案は、１０月中旬を目途とする。

Ⅱ．検討事項

１．制度創設

!１ 名誉学位創設の意義

!２ 名誉学位規則の立案

!３ 名誉学位記の様式等

２．学位授与式典関係

３．その他

Ⅲ．構 成

座 長 廣渡総長特別補佐

メンバー 立花総長補佐（文）、福山総長補佐（薬）、荒川総長補佐（学環）、企画調整官、総務部長

関係担当課 総務課、学務課、主計課、国際交流課

２００２．５．８ №１２３８
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東京大学名誉博士称号授与規則

平成１３年１１月２０日
評 議 会 可 決

（目的）
第１条 この規則は、学術文化の発展に特に顕著な貢献
をした者、又は東京大学（以下「本学」という。）の
教育研究の発展に特に顕著な功績があった者を顕彰す
ることが、本学における教育研究の発展及びその基盤
を社会に対して顕らかにし、本学の国際的地位を確固
たるものとしていく上で極めて有意義であることにか
んがみ、東京大学名誉博士（以下「名誉博士」という。）
の称号を創設し、もって世界における学術文化の一層
の発展に寄与することを目的とする。
（授与の要件）

第２条 名誉博士の称号は、次の各号の一に該当する者
に授与することができる。
!１ 学術文化の発展に特に顕著な貢献があり、本学に
おいて顕彰することが適当と認められる者

!２ 本学の教育研究の発展に関して、国際的観点から
その功績が特に顕著であった者

（推薦及び授与手続）
第３条 総長は、前条に該当すると認められる者がある
場合、評議会の議を経て、名誉博士の称号を授与する。

２ 前項のほか、部局長は、前条に該当すると認められ
るものがある場合、当該部局の教授会等の議を経て、
これを総長に推薦することができる。推薦に当たって
は、別記様式１の推薦書を提出するものとする。

３ 総長は、前項の推薦があったときは、評議会の議を
経て、名誉博士の称号を授与する。

４ 評議会において、名誉博士の称号授与の議決をする
ためには、評議員定数の２分の１を超え、かつ、外国
出張中の者を除く評議員総数の４分の３以上の者が出
席し、出席者の４分の３以上の者の賛成がなければな
らないものとする。
（審査委員会）

第４条 総長は、前条の規定により名誉博士の称号を授
与しようとするときは、評議会の議に先立ち、名誉博
士称号授与審査委員会（以下本条において「審査委員
会」という。）を設置し、審査を行うものとする。

２ 審査委員会は、総長、副学長、各研究科長（研究科
以外の教育研究上の基本となる組織の長を含む。）及
び各附置研究所長（先端科学技術研究センター長を含
む。）で組織する。

３ 審査委員会に委員長を置き、総長をもって充てる。
４ 審査委員会は、必要と認めるときは、委員以外の者
の出席を求め、意見を聞くことができる。

５ 前各項に定めるもののほか、審査委員会の運営に関
し必要な事項は、審査委員会が定める。
（名誉博士記の交付）

第５条 名誉博士の称号を授与するときは、別記様式２
により名誉博士記を交付する。

（細則）
第６条 この規則に定めるもののほか、名誉博士の称号
授与に関し必要な事項は別に定める。

附 則
この規則は、平成１３年１１月２０日から施行する。

別記様式１

年 月 日

東京大学総長 殿

官職・氏名

東京大学名誉博士称号授与候補者推薦書

下記の者は、東京大学名誉博士の称号を授与する
にふさわしいと認められますので、関係書類を添え
て推薦します。

記

（フリガナ）
氏 名
生 年 月 日
性 別
国 籍

＊ 関係書類として、推薦理由、略歴、功績の調書
を添付すること。

№１２３８ ２００２．５．８
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別記様式２

名博第 号

名 誉 博 士 記

氏 名

１ あなたは学術文化の発展に特に顕著な貢献をさ
れました本学はその貢献に対して東京大学名誉博
士の称号を授与しその栄誉を顕彰します

２ あなたは本学の教育研究の発展に関して国際的
観点から特に顕著な功績を挙げられました本学は
東京大学名誉博士の称号を授与しその栄誉を顕彰
します

年 月 日

東京大学総長 氏 名 □印

東京大学名誉博士称号授与に関する申合せ

平成１３年１１月２０日
評 議 会 可 決

東京大学（以下「本学」という。）における名誉博士
の称号授与については、東京大学名誉博士称号授与規則
（以下「規則」という。）の定めによるほか、次のとお
り申し合わせるものとする。
１ 名誉博士の称号を授与するに当たっては、当分の間、
規則第２条に定める他、次の各号を考慮するものとす
る。
!１ 国外における教育研究上の功績、学術文化の発展
への貢献が特に顕著な者を優先する。

!２ 定員内の教職員として本学に在籍し又は在籍した
ことのある者は、原則として、授与対象としないも
のとする。

２ 称号を授与する際には、授与される者の功績を記載
した文書を添付するものとする。

３ 名誉博士の称号を授与された者は、授与に際し、講
演を行うことを常例とする。

２００２．５．８ №１２３８
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名誉博士称号授与を伝える新聞記事の一覧

名誉博士称号授与式・記念講演会
Honorary Title Conferment Ceremony and Commemorative Lecture

２００２．２．１９

Ⅰ．名誉博士称号授与式
The Conferment of Honorary Title

１．開式
Opening

２．アマルティア・セン博士の功績
Professor Amartya Sen’s Achievements

３．名誉博士記授与
Conferment of the Title of Honorary Doctor

４．記念品贈呈
Commemorative Presentation

５．総長挨拶
Oration by President Takeshi Sasaki

６．アマルティア・セン博士挨拶
Address by Professor Amartya Sen

７．閉式
Closing

Ⅱ．アマルティア・セン博士記念講演会
Commemorative Lecture by Professor Amartya Sen

“Questioning the Question: Do Civilizations Clash？”

年 月 日 朝・夕刊別 新聞名 掲載面 表 題

朝日新聞 ３７面 「東大名誉博士１号」

平成１４年２月２０日 朝 刊 産経新聞 ３０面 「セン博士に東大名誉博士号」

東京新聞 ２８面 「ノーベル経済学賞のセン教授 東大が名誉博士号授与」

平成１４年２月２４日 朝 刊 朝日新聞 ２３面
「「文明の衝突」論を批判 東大初の名誉博士セン氏
が記念講演会「多様な現実ゆがめる」」

№１２３８ ２００２．５．８
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この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２３８ ２００２年５月８日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 !（３８１１）３３９３
e―mail kouhou@ml.adm.u―tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u―tokyo.ac.jp／index―j.html

名誉博士記

佐々木総長による挨拶 学位記の授与 佐々木総長と握手をするアマルティ

ア・セン博士

№１２３８ ２００２．５．８
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